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開催日 行事名等 内　容　等
場　所

申込（問合せ）先／ TEL 

8月2日（土）
ぎふ木遊館
サマーフェスタ

（特別企画）

竹下景子名誉館長と元みんなの森 ぎふメディア
コスモス総合プロデューサー吉成信夫氏による
クロストークを行います。（事前予約制）
●時間：13:00～14:30
●定員：40名 ※小学生以上（小学生以下保護者同伴）

ぎふ木遊館（岐阜市学園町2-33）

ぎふ木遊館
TEL：058-215-1515

8月8日（金） 狩猟免許試験 
（わな猟）

狩猟免許取得のための試験を実施します。
●時間：9:30～17:00
●申込：7/4～7/18
※事前に申請書類等の提出が必要です。詳しくは

右記にお問い合わせください。

岐阜県立森林文化アカデミー

各地域を所管する県事務所等、
または環境生活政策課
TEL：058-272-8231

森林・林業関係イベントカレンダー（8月）
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緑化功労者表彰状、緑の募金感謝状を
伝達・贈呈しました

　６月６日（金）に開催した公益社団法人岐阜県緑化推進委員会第１４回定時総会の席上で、小原尚会
長（県議会議長）、久松一男岐阜県林政部長から次の方々に表彰状並びに感謝状を伝達・贈呈しました。
　なお、令和６年度の「緑の募金」は感謝状を贈呈した方々をはじめ多くの県民の皆様方のあたたかいご
支援により、総額 56,037,561 円の募金がありました。改めまして皆様に感謝を申し上げますと共に、今後
もご協力よろしくお願いします。　

【公益社団法人岐阜県緑化推進委員会 専務理事　田中 敏隆】

「緑化功労者」岐阜県緑化推進委員会会長表彰

「緑の募金」岐阜県緑化推進委員会会長感謝状
（10万円以上の寄附者）

左から小原会長、二日町自治会

左から小原会長、ダイドードリンコ（株）

（敬称略）

≪「緑化功労者」岐阜県緑化推進委員会会長表彰≫

≪「緑の募金」国土緑化推進機構理事長感謝状≫

左から久松林政部長、内木篤志

≪「緑化功労者表彰」林野庁長官賞≫

左から（株）大垣共立銀行、ダイドードリンコ（株）、小原会長
髙橋利見、中部事務機（株）、（株）ファミリーストアさとう

≪「緑の募金」岐阜県緑化推進委員会会長感謝状≫

髙橋利見（岐阜市）

ダイドードリンコ株式会社（大阪府大阪市）

株式会社河合寿司（大垣市）

一般財団法人タイム技研社会貢献委員会
　　　　　　　　　 （愛知県丹羽郡大口町）

株式会社十六フィナンシャルグループ（岐阜市）

マックスバリュ東海株式会社（静岡県浜松市）

中部事務機株式会社（岐阜市）

株式会社大垣共立銀行（大垣市）

株式会社ファミリーストアさとう（高山市）

二日町自治会（郡上市）

「緑化功労者」林野庁長官賞

内木篤志（中津川市）

ダイドードリンコ株式会社（大阪府大阪市）

「緑の募金」国土緑化推進機構理事長感謝状
（50万円以上の寄附者）

MORINOTAYORI3



●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ 058-272-8255　森林活用推進課　緑化推進係まで

企業との協働による森林づくり
　県では、県民協働による森林づくりの一環として、「企業との協働による森林づくり」を推進しています。過日新たに２
件の森林づくり協定を締結し、協定締結件数は３９件（うち４件は期間終了）となりました。

　令和７年２月２０日に、株式会社太平製作所（愛知県小牧市）、白川村及び県の３者で、森林づく
り協定を締結しました。広葉樹の植樹等森林整備活動を実施することにより、森林づくりに貢献し
ます。

太平の森　白川

○場　　所：大野郡白川村平瀬地内（面積1.24 ha）　
○森の名称：「太平の森　白川」
○協定期間：令和7年2月20日～令和27年3月31日（20年間）
○主な活動：植樹など森林整備活動

○場　　所：郡上市大和町栗巣字黒手地内（面積8.00 ha）　
○森の名称：「太平の森　郡上」
○協定期間：令和7年3月27日～令和12年3月31日（5年間）
○主な活動：植樹、間伐等森林整備活動

　令和７年３月２７日に、株式会社太平製作所(愛知県小牧市)、郡上市及び県の３者で、森林
づくり協定を締結しました。植樹及び間伐等の森林整備活動をとおして、森林づくりに貢献す
るとともに、地域社会との交流を図ります。

38

太平の森　郡上39

※プロジェクト実施者の連絡先、取引可能クレジット量等は、G－クレジット制度運営事務局HP
　（https://gcredit-gifu.jp/）をご確認ください。
　詳細な販売時期や条件等は、プロジェクト実施者にお問い合わせください。

Ｇ－クレジットの新規認証について

　令和7年6月20日に第５回G－クレジット制度運営認証委員会を開催しました。
　今回は今年３月に登録したプロジェクトを含む、１５件のプロジェクトにおいてクレジットの認証申請があり、合計
で3,885t-CO2のクレジットを新たに認証しました。
　今後もＧ－クレジットの創出及び活用方法を拡充し、取引の活性化を図ってまいります。

表．今回認証したクレジット

中津川市
東白川村森林組合
本巣市森林組合
（有）フォレスト板取
揖斐郡森林組合
（有）大原林産
郡上森づくり協同組合
中濃森林組合
陶都森林組合

3
3
2
2
2

初

初
初

459
111
537
148
506

214

196
107

中津川市
東白川村
本巣市
美濃市
揖斐川町

郡上市

美濃市
瑞浪市

1
2
3
4
5

6

7
8

認証
回数

認証量
（t-CO2）

プロジェクト実施者 実施場所

恵那市
中津川市森林組合
南ひだ森林組合
岐阜中央森林組合
はぎわらｅ(株)
飛騨高山森林組合
錦津生産森林組合

初
初
初
初
初
初
初

687
193
343
84
56
87
157
3,885

恵那市上矢作町
中津川市
下呂市
山県市
下呂市
白川村
八百津町

9
10
11
12
13
14
15
計

認証
回数

認証量
（t-CO2）

プロジェクト実施者 実施場所

G－クレジット制度
運営事務局HP

MORINOTAYORI MORINOTAYORIMORINOTAYORI 44



森林サービス産業

「ぎふ森のある暮らし」の お便り

　県では、豊かな価値を有する森林空間を活用する「森林サービス産業」など、森林の新たな価値の創造を推進しています。
　このコーナーでは、県内で「森林サービス産業」に取り組んでいる事業者の皆さんをご紹介します！

※「森林サービス産業」とは
　山村地域に新たな雇用と収入機会を生み出すため、森林空間を健康、観光、教育等の多様な分野で活用するサービス産業。その推進
　母体として、令和 5年1月に「ぎふ森のある暮らし推進協議会」を設立

「株式会社シシガミカンパニー」第3回

どんな活動をしているのですか？

今後の「森林サービス産業」への期待を教えてください！

　シシガミカンパニーは森林の新しい活用方法を創り出すことで、新しいマーケットの創出と心身ともに豊かな社会
を目指す森林ベンチャーです。
デジタル社会にプライベートな森林空間を手軽に持てる　森林レンタル「フォレンタ」
　いつでも行ける自分だけの森林空間
　２４時間３６５日予約なしで利用可能

●1区画　平均200坪
●主にキャンパー向けに貸し出し
●年間契約（契約満了時に更新可能）
●料金66,000～132,000円/年
●チェックイン、アウト不要

　山村の大きな資産である森林の活用方法は無限にあります。仕組みを作って事業化することで新たな人流やマー
ケットが生まれ、山村地域が活性化することを期待しています。

　ぎふ森のある暮らし推進協議会では、県内で「森林サービス産業」に取り組んでいる／取り組
もうとしている方を会員として募集しております。詳しくは下記までお問い合わせください。

【森の中でテントを張ってワイルドキャンプを楽しむ】

【手作りの小屋を作って自分だけの楽しみ方をする利用者】

●ホームページ　シシガミカンパニーHP: https://www.shishigami.jp
 　　　  フォレンタHP: https://www.forenta.net
 ●連絡先　　　  電話：050-3095-4884（代表）
　　　　　　　   メール：contact@shishigami.jp

TEL：058-272-8472　 メールアドレス：c11513@pref.gifu.lg.jp

　アウトドアブームを機にスタートしたフォレンタは年間契約で森
林を借りられるサービスです。予約などが必要なく、いつでも好き
な時に好きなだけいることが出来ます。また、ブッシュクラフトや
山菜採りなど一般的なキャンプ場では出来ない過ごし方をできる
ことが特徴であり、何日にも亘ってウッドデッキや秘密基地のよう
なものを作るなど、自分のやりたいことを実現する新しいレジャー
の形です。

フランチャイズで全国に広がるフォレンタ
　フォレンタのノウハウをフランチャイズ化して広めています。R7
年5月末現在で全国16道府県29エリアが展開中。加盟金はなく、
売上が上がってはじめてロイヤリティを支払う仕組み。日々の運営
業務は月に２回程度の見回りを行えばよく、一般のサラリーマンの
方でも副業としてフォレンタを運営されています。ご自身の持つ森
林をもっと活用したい、とお考えの方はどうぞフォレンタまでご連
絡ください。

協議会HPはコチラ

55 MORINOTAYORI



地域の人

西
濃
管
内
の
菌
床
シ
イ
タ
ケ
生
産
者
を
ご
紹
介

東
海
ア
グ
リ
ハ
ウ
ス
株
式
会
社
　代
表
取
締
役
　岡
野 

幹
央
さ
ん
　

お
か
　の

み
き
　お

　

今
回
は
、
当
管
内
の
菌
床
シ
イ
タ
ケ
新

規
生
産
者
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

東
海
ア
グ
リ
ハ
ウ
ス
株
式
会
社　
代
表

取
締
役
の
岡
野
幹
央
さ
ん
に
お
話
を
お
伺

い
し
ま
し
た
。

シ
イ
タ
ケ
生
産
を
始
め
た
き
っ
か
け
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

　

当
社
は
、
農
業
分
野
で
起
業
を
し
た
い

方
の
「
確
実
か
つ
安
定
し
た
事
業
の
成

功
」
と
い
う
夢
の
実
現
に
向
け
、
土
地
探

し
・
販
売
先
の
紹
介
・
助
成
金
の
サ
ポ
ー

ト
・
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
設
置
な
ど
ト
ー
タ

ル
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
仕
事
に
日
々
取
り
組
む
中

で
、
自
分
自
身
の
こ
と
を
考
え
た
時
に
、

た
だ
い
て
お
り
、
リ
ピ
ー
タ
ー
が
増
え
て

い
ま
す
。

今
後
の
展
望
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

高
濃
度
酸
素
水
を
使
っ
た
シ
イ
タ
ケ
生

産
を
安
定
し
て
続
け
る
と
共
に
、
こ
れ
か

ら
シ
イ
タ
ケ
生
産
を
始
め
る
方
の
サ
ポ
ー

ト
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
に
よ
り
、
年
々
平
均
気
温

が
上
昇
す
る
中
、
シ
イ
タ
ケ
生
産
の
環
境

は
日
々
悪
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生

産
者
の
数
だ
け
い
ろ
ん
な
課
題
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
ハ
ウ
ス
資
材
を
販
売
し

て
い
ま
す
が
、
資
材
を
販
売
し
て
終
わ
り

で
は
な
く
、
生
産
ノ
ウ
ハ
ウ
や
出
荷
先
も

提
案
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
T
E
L 

０
５
８
４

－

７
３

－

１
１
１
１
内
線
（
３
９
５
）

西
濃
農
林
事
務
所
林
業
課
林
務
係
ま
で

年
を
と
っ
て
も
長
く
続
け
ら
れ
る
仕
事
は

何
か
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

近
く
で
菌
床
シ
イ
タ
ケ
を
栽
培
し
て
い

る
方
を
目
に
し
て
、
「
こ
れ
だ
」
と
思

い
、
自
分
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。　

生
産
の
規
模
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
10
月
か
ら
安
八
郡
安
八
町
に
て
、

シ
イ
タ
ケ
生
産
を
始
め
、
現
在
、
ハ
ウ
ス

４
棟
、
延
べ
床
面
積
約
１
２
０
０
平
米
あ

り
ま
す
。

　

シ
イ
タ
ケ
菌
床
を
３
千
個
／
月
、
仕

入
れ
、
約
３
か
月
間
で
１
菌
床
当
た
り

８
０
０
～
９
０
０
グ
ラ
ム
の
収
穫
を
目
標

に
日
々
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

シ
イ
タ
ケ
生
産
を
始
め
て
楽
し
い
こ
と
は

あ
り
ま
し
た
か
。

　

１
回
目
の
発
生
で
、
１
０
０
グ
ラ
ム
近

い
大
き
な
シ
イ
タ
ケ
が
育
っ
た
時
は
と
て

も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
取
引
先
も
ど
の

よ
う
に
扱
っ
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
と
言

わ
れ
ま
し
た
が
、
将
来
的
に
は
立
派
な
シ

イ
タ
ケ
を
高
価
格
で
販
売
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。

シ
イ
タ
ケ
生
産
で
工
夫
し
て
い
る
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
。　

　

現
在
、
シ
イ
タ
ケ
栽
培
に
高
濃
度
酸
素

水
を
使
用
し
「
安
八
超
水
し
い
た
け
」
と

い
う
名
称
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
農
作
物
の
育
成
に
「
ナ
ノ
バ
ブ

ル
」
が
利
用
さ
れ
、
植
物
の
生
育
促
進
、

病
害
予
防
、
品
質
向
上
等
の
効
果
が
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

高
濃
度
酸
素
水
を
使
い
、
「
マ
イ
ナ
ス

イ
オ
ン
化
」
や
「
ナ
ノ
バ
ブ
ル
」
の
技
術

に
よ
り
、
シ
イ
タ
ケ
菌
が
活
性
化
し
、
栄

養
素
を
効
果
的
に
吸
収
し
、
う
ま
味
や
風

味
が
増
し
美
味
し
い
シ
イ
タ
ケ
が
育
ち
ま

す
。

お
客
さ
ん
の
反
応
は

　

当
社
の
シ
イ
タ
ケ
を
食
べ
た
お
客
さ
ん

か
ら
は
、
「
食
べ
る
と
ジ
ュ
ー
シ
ー
で

シ
イ
タ
ケ
の
だ
し
汁
が
た
っ
ぷ
り
」
、

「
し
っ
か
り
し
た
歯
ご
た
え
が
あ
り
、
う

ま
味
や
コ
ク
が
あ
る
」
な
ど
高
評
価
を
い

高濃度酸素水発生装置

大サイズのシイタケ
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●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ０５８-２７２-８４９０ 県庁森林経営課整備係まで

国
は
令
和
５
年
に
、
花
粉
症
対
策
の
一
つ
と
し
て
、

花
粉
の
発
生
源
で
あ
る
ス
ギ
人
工
林
の
面
積
を
令
和

15
年
度
ま
で
に
全
国
で
約
２
割
減
少
さ
せ
る
目
標
を

掲
げ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
現
在
、
ス
ギ
人
工
林
の
伐
採
・
植

替
え
に
関
す
る
支
援
策
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ス
ギ
人

工
林
を
伐
採
し
、
花
粉
の
少
な
い
樹
種
へ
植
替
え
を

進
め
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

花
粉
発
生
源
対
策
と
し
て
、
ス
ギ
人
工
林
の
伐
採
・

植
替
え
に
関
す
る
支
援
策
が
活
用
な
森
林
は
、
県
に

よ
り
ス
ギ
人
工
林
伐
採
重
点
区
域
に
設
定
さ
れ
て
い

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
岐
阜
市
、
各
務
原
市
、
山
県
市
、
本

巣
市
、
大
垣
市
、
海
津
市
、
養
老
町
、
垂
井
町
、
関

ケ
原
町
、
大
野
町
、
池
田
町
、
関
市
、
美
濃
市
、
美

濃
加
茂
市
、
可
児
市
、
坂
祝
町
、
富
加
町
、
川
辺

町
、
七
宗
町
、
八
百
津
町
、
御
嵩
町
、
多
治
見
市
、

瑞
浪
市
、
土
岐
市
、
恵
那
市
、
郡
上
市
の
一
部
、
揖

斐
川
町
の
一
部
、
飛
騨
市
の
一
部
に
あ
る
ス
ギ
人
工

林
と
な
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
森
林
の
所
在

場
所
を
管
轄
す
る
農
林
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

【
林
相
転
換
特
別
対
策
（
特
定
ス
ギ
人
工
林
）
】

自
助
努
力
で
は
伐
採
・
植
替
え
が
進
ま
な
い
森
林
に

つ
い
て
、
事
業
主
体
が
市
町
お
よ
び
森
林
所
有
者
と

の
協
定
に
基
づ
き
、
ス
ギ
人
工
林
の
伐
採
と
花
粉
の

少
な
い
苗
木
等
へ
の
植
替
え
を
行
う
場
合
、
伐
採
か

ら
植
替
え
ま
で
の
作
業
に
係
る
経
費
に
対
し
補
助
し

ま
す
。

【
花
粉
の
少
な
い
森
林
へ
の
転
換
促
進
事
業
】

本
事
業
は
、
森
林
所
有
者
が
、
森
林
組
合
等
の
林
業

経
営
体
へ
の
委
託
に
よ
り
、
ス
ギ
人
工
林
の
伐
採
・

植
替
え
を
行
う
場
合
に
、
協
力
金
が
支
払
わ
れ
る
も

の
で
す
。

な
お
、
本
事
業
は
、
国
が
（
一
社
）
日
本
森
林
技
術

協
会
を
通
じ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て

は
、
同
協
会
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ス
ギ
人
工
林
の
伐
採
・
植
替
え
を
進
め
ま
せ
ん
か

〜
花
粉
発
生
源
対
策
事
業
の
紹
介
〜

支
援
策
が
活
用
可
能
な
森
林
の
場
所

支
援
策
①

　伐
採
等
作
業
へ
の
補
助

支
援
策
②

　協
力
金
の
支
払
い

スギ人工林の伐採・植替えにかかる支援策の概要
事業名 林相転換特別対策（特定スギ人工林） 花粉の少ない森林への転換促進事業

事業主体 市町村、森林組合等 林業経営体等

参考
補助額等

●伐採、地拵え、植栽、鳥獣害防止施設等整備
に係る経費に対する補助
●参考補助額　約200万円 /ha※
　※条件により補助額は大きく変わります。

●森林所有者に働きかけを行い森林経営計画を策定
した林業経営体等に対し、12万円 /ha
●上記の森林において、植替えに係る伐採を行った
森林所有者に対し、最大35万円 /ha

要件の
概要等

●スギ人工林伐採重点区域内であること
●森林組合等が実施する場合、自ら所有する森
林でないこと
●市町および森林所有者と協定締結すること
●植栽は、花粉の少ない苗木等を2,000本 /
ha以下で植栽すること
●1伐区あたりの上限面積は概ね2.5ha以下
など

●スギ人工林伐採重点区域内であること
●主伐に係る森林経営計画が未策定の森林で主伐に
係る森林経営計画を策定すること
●花粉の少ない苗木等の植栽を計画すること
●森林整備地域活動支援交付金との併用不可
●条件が合致した場合、林相転換特別対策（特定ス
ギ人工林）との併用可
など

問合せ先 各農林事務所林業課　Webサイト：https://
www.pref.gifu.lg.jp/page/2280.html

（一社）日本森林技術協会　
Webサイト：https://www.jafta-kafunsakugen.com
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干潟の生き物観察（名古屋市）

●その他のお問い合わせは TEL 058-272-1111 内線（2932） 岐阜県 環境生活政策課 環境教育係まで

清流ミナモ

鮎の串うち体験（郡上市）

ツアーの参加申し込みはWEBのみ（先着順）
右記２次元コードよりお申し込みください。

ツアーのお問い合わせは　（株）エイチ・アイ・エス
TEL 050-1752-8398（月から金　10:00 ～ 17:00）（土・日・祝　休業）

こちらの記事は募集記事ではございません。

　岐阜県では、森・里・川・海での自然体験や保全活動を通じて、流域のつながりや環境問題について親子で考え、
環境にやさしい行動を学ぶ環境学習ツアーを実施しています。ぜひご参加ください。

実施日 コース名 対象年齢 主な行先 予定参加費/人

7/26 
（土） ライチョウ博士と探す  県の鳥・特別天然記念物「ライチョウ」 小学5年生以上 高山市 大人  3,690円

小人  3,690円

8/3 
（日） きれいな水に住むハリヨ観察とカワゲラウォッチング 小学3年生以上 大垣市 大人  3,090円

小人  3,090円

8/9 
（土）

里山の景色と調和したせきがはら人間村で、働く大人から学ぶ
SDGs 小学1年生以上 不破郡関ケ原町 大人  3,100円

小人  3,100円

8/23 
（土） 名和館長と昆虫採集を楽しもう  昆虫講座・鱗粉転写体験 小学5年生以上 高山市

岐阜市
大人  3,750円 
小人  6,250円

8/24 
（日） 野鳥観察と藤前干潟の生き物観察 & クリーンアップ活動 小学1年生以上 愛知県名古屋市 大人  3,080円

小人  3,080円

8/30 
（土） 吉崎海岸クリーンアップ活動とアップサイクル貼り絵制作 小学1年生以上 三重県四日市市 大人  3,370円

小人  3,130円

8/31 
（日） はざこ博士と探す  特別天然記念物「オオサンショウウオ」 小学1年生以上 郡上市 大人  3,110円

小人  3,110円

9/6 
（土）

アクア・トト ぎふ×自然発見館  川の生き物マップ作成 & ク
リーンアップ活動 小学3年生以上 各務原市

大人  4,950円
中学生  4,640円
小学生  4,240円

9/7 
（日）

鉱山跡で自然が生んだ美しい結晶（蛍石）を探そう ! 自然の
めぐみにふれる探検 小学1年生以上 下呂市 大人  8,200円

小人  8,200円

9/13 
（土）

清流長良川あゆパークで、鮎のつかみどり体験と川の生き物の
生態調査 小学1年生以上 郡上市 大人  6,430円

小人  3,230円

※参加対象者は、岐阜県内にお住まいの小・中学生と同伴の保護者（18歳以上の方）です。
　お子様のみのご参加はできません。必ず保護者同伴でお申し込みください。
　食物アレルギーがある場合は、申込時にご連絡ください。
※６月３０日（月）１２時から募集を開始しており、先着順のため、受付を終了している場合があります。

【令和7年度ツアー】
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【森林保全課　治山係】　

〒100-0014 東京都千代田区永田町2-14-2　山王グランドビル４階
（一社）日本治山治水協会　標語・写真コンクール係
TEL：03-3581-2288、FAX：03-3581-1410

【標語及び写真コンクールの応募先及び問い合わせ先】

山地災害危険地区の位置は、県域統合型GISからご覧になれます。
（https://gis-gifu.jp/gifu/portal/index.html　より、「山地災害危険地区」で検索）

多発する山地災害への備え

令和７年度
山地災害防止標語及び写真コンクール

毎年７月を迎える頃から、全国各地で集中豪雨や大型台風による甚大な山地被害が発生しています。

このような被害を防止するため、県では、地形や地質から見て山崩れや土砂流出の危険度が高く、人家

や道路へ直接影響が大きい箇所を山地災害危険地区として、重

点的に治山事業を進めています。

また、災害による人的被害を減らすためには、自分の身は自分

で守るという自助や周りの人たちと助け合うという共助の取組

が重要となります。県民の皆様には、山地災害が発生する前に

ぜひ、自宅周辺などの山地災害危険地区や避難所並びに避難経

路を確認するなど、事前の備えをお願いします。

林野庁、県及び市町村が一体となって実施している山地災害

防止キャンペーン（５月２０日～６月３０日）の関連行事として、

「山地災害防止標語及び写真コンクール」が、一般社団法人 

日本治山治水協会の主催で実施されています。

今年度も、山地災害防止に係る標語と写真作品を募集してい

ます。（締切９月３０日（火）当日消印有効）

毎年作成される山地災害防止キャンペーンポスターは、この

コンクールで最優秀賞に選ばれた作品が採用されることもあり

ます。多くの方からの応募をお待ちしています。

99 MORINOTAYORI



詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

T
E
L 

0
5
7
5
ー
２
９
ー
３
８
３
８

　
　
　
　
　「
森
の
ジ
ョ
ブ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ぎ
ふ
」ま
で

【
西
南
濃
森
林
組
合
（
大
垣
市
）】

組
合

船
戸
健
吾
さ
ん 

2
0
2
3
年
入
社
（
愛
知
県
名
古
屋
市
出
身
）

【
林
業
就
業
の
き
っ
か
け
】

　
林
業
に
興
味
を
持
っ
た
き
っ
か
け
は
、
自

然
の
中
で
働
い
て
み
た
い
と
い
う
、
素
朴

な
思
い
か
ら
で
し
た
。

　
も
と
も
と
一
次
産
業
に
関
心
が
あ
り
、
い

ず
れ
は
田
舎
で
暮
ら
し
た
い
と
も
考
え
て

い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
気
持
ち
が
少
し
ず

つ
形
に
な
っ
て
、
林
業
の
選
択
に
繋
が
っ

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

【
就
業
し
て
の
感
想
】

　
就
業
前
か
ら「
林
業
は
大
変
だ
よ
。」と
多

く
の
人
に
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
正
直
、

そ
の
言
葉
を
聞
き
流
し
て
い
た
部
分
も
あ

り
ま
し
た
。
実
際
に
働
い
て
み
る
と
、
な
る

ほ
ど
、
確
か
に
大
変
で
。
夏
の
暑
さ
、
冬
の

力
を
重
ね
て
、
仲
間
か
ら
信
頼
さ
れ
る
存

在
に
な
り
た
い
で
す
。

【
代
表
者
か
ら
の
エ
ー
ル
】

　
こ
れ
か
ら
の
林
業
を
担
っ
て
い
く
の
は

若
い
君
た
ち
で
す
。
今
後
の
こ
の
業
界
を

力
強
く
リ
ー
ド
し
て
い
く
存
在
に
な
っ
て

く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

【
林
業
を
志
す
人
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

　
山
が
好
き
で
、
体
を
動
か
す
こ
と
に
前
向

き
な
人
に
と
っ
て
、
こ
の
仕
事
は
と
て
も

魅
力
的
だ
と
思
い
ま
す
。
自
然
の
中
で
働

く
毎
日
は
決
し
て
楽
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

そ
の
分
充
実
感
が
あ
り
ま
す
。
自
分
の
手

で
山
を
育
て
て
い
く
、
そ
ん
な
仕
事
に
是

非
挑
戦
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

寒
さ
、
重
機
の
扱
い
、
足
場
の
悪
い
山
の
中

で
も
作
業
等
、
想
像
以
上
に
体
力
も
気
力
も

使
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
日
々
の
仕
事
の
中

に
は
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
達
成
感
を
感
じ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
が
積
み
重
な
っ

て
自
分
を
前
向
き
に
し
て
く
れ
ま
す
。

【
自
信
が
付
い
て
き
た
仕
事
】

　
先
輩
方
に
付
い
て
、
教
え
て
い
た
だ
い
た

こ
と
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
が
、
中
で
も
伐

採
作
業
は
自
分
自
身
の
成
長
に
大
き
な
手

ご
た
え
を
感
じ
て
い
る
部
分
で
す
。
最
も

基
本
的
な
作
業
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

分
奥
深
さ
が
あ
り
、
ど
の
方
向
に
倒
す
か
を

判
断
し
、
思
い
通
り
の
位
置
に
倒
せ
た
と

き
は
言
葉
に
で
き
な
い
喜
び
が
あ
り
ま
す
。

一
本
い
っ
ぽ
ん
木
を
よ
く
見
る
こ
と
、
地

形
や
風
向
き
を
読
む
こ
と
、
そ
の
積
み
重

ね
が
技
術
に
な
る
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

【
山
づ
く
り
へ
の
思
い
】

　
こ
れ
ま
で
も
い
ろ
い
ろ
な
現
場
を
経
験

さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
手
入
れ
が
さ
れ

ず
荒
れ
て
し
ま
っ
た
山
を
目
の
前
に
す
る

と
、
何
と
か
し
た
い
、
少
し
で
も
良
く
し
た

い
と
い
う
思
い
が
沸
き
上
が
っ
て
き
ま
す
。

一
朝
一
夕
に
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
そ
う
い

う
場
所
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
整
え
て
い
く
こ

と
で
山
全
体
の
表
情
は
変
わ
り
、
次
の
世

代
に
誇
れ
る
景
色
と
し
て
、
自
分
の
仕
事

を
残
せ
る
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。

【
今
後
の
抱
負
】

　
す
べ
て
の
作
業
を
一
通
り
こ
な
せ
る
よ

う
に
な
る
こ
と
が
目
標
で
す
。
ま
だ
ま
だ

一
人
前
に
は
程
遠
い
で
す
が
、
地
道
に
努

左  船戸さん  　　　右 坂口組合長

植栽作業中の船戸さん

下刈作業中の船戸さん

間伐作業中の船戸さん
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ミヤマハハソミヤマハハソ
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文：樹木医・日本森林インストラクター協会　理事

川尻 秀樹

　

「
ミ
ヤ
マ
ハ
ハ
ソ
の
苗
が
欲
し
い
」

と
、
知
人
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま

し
た
。

　

そ
れ
に
し
て
も
な
ぜ
ミ
ヤ
マ
ハ
ハ
ソ
ほ

ど
マ
イ
ナ
ー
な
樹
種
が
欲
し
い
の
か
理

由
を
聞
く
と
、
ア
オ
バ
セ
セ
リ
の
幼
虫

が
食
べ
る
か
ら
、
と
返
事
が
返
っ
て
き
ま

し
た
。

　

ア
オ
バ
セ
セ
リ
（C
h
o
a
s
p
e
s
 

benja
m
inii

）
は
本
州
、
四
国
、
九

州
、
沖
縄
で
山
地
の
林
縁
部
や
渓
流
沿

い
に
生
息
す
る
セ
セ
リ
チ
ョ
ウ
科
の
チ
ョ

ウ
で
、
緑
青
色
の
翅
を
持
つ
た
め
漢
字

で
青
羽
挵
と
記
さ
れ
ま
す
。
こ
の
幼
虫

が
ミ
ヤ
マ
ハ
ハ
ソ
や
ア
ワ
ブ
キ
の
葉
を
食

べ
る
の
で
す
。

　

さ
て
友
人
に
聞
か
れ
た
ミ
ヤ
マ
ハ
ハ

ソ(
M
elios

m
a
 tenuis

)

は
ア
ワ

ブ
キ
科
ア
ワ
ブ
キ
属
の
落
葉
低
木
で
、

本
州
や
四
国
、
九
州
の
丘
陵
帯
か
ら
山

地
帯
の
湿
っ
た
林
内
、
特
に
沢
筋
や
林

縁
な
ど
に
多
く
生
え
て
い
ま
す
。

　

樹
高
は
2
～
３
ｍ
で
、
枝
や
幹
に
は

暗
紫
色
を
帯
び
て
お
り
、
枝
の
先
端
は

垂
れ
下
が
り
ま
す
。

　

葉
は
単
葉
で
互
生
し
、
葉
身
は
長
さ

5
～
15
㎝
、
幅
2.5
～
６
㎝
の
倒
卵
形
ま
た

は
倒
卵
状
楕
円
形
で
、
縁
に
は
波
状
の

粗
い
鋸
歯
が
あ
り
コ
ナ
ラ
の
葉
に
似
て

い
ま
す
。
葉
は
全
体
的
に
柔
ら
か
く
、

表
面
は
濃
緑
色
、
裏
面
は
緑
色
で
両
面

と
も
毛
が
あ
り
、
特
に
裏
面
の
脈
腋
に

褐
色
の
毛
が
密
生
し
て
い
ま
す
。

　

6
～
7
月
に
は
枝
先
に
垂
れ
下
が
っ

た
円
錐
花
序
を
つ
け
、
淡
黄
緑
色
の
花

弁
3
枚
が
開
い
て
も
直
径
約
４
㎜
の
小

さ
な
花
を
順
次
開
花
さ
せ
ま
す
。
花
序

の
枝
は
少
し
ず
つ
ジ
グ
ザ
ク
に
曲
が
っ

て
お
り
、
秋
に
は
直
径
3
～
４
㎜
で
球

形
の
果
実
（
核
果
）
が
黒
く
熟
し
ま
す
。

　

花
の
中
に
は
雄
し
べ
が
折
り
た
た
ま

れ
て
収
ま
っ
て
お
り
、
昆
虫
が
来
て
花

に
触
れ
る
と
雄
し
べ
が
外
側
に
ピ
ョ
ン

と
弾
き
出
て
花
粉
の
玉
を
飛
ば
し
、
昆

虫
の
体
に
付
着
さ
せ
た
り
、
他
の
花
に

受
粉
さ
せ
た
り
し
ま
す
。
咲
い
て
い
る

花
を
よ
く
観
察
す
る
と
、
時
々
弾
け
た

花
粉
玉
が
飛
ば
な
い
で
、
花
弁
の
先
端

に
く
っ
つ
い
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
花
粉
を
飛
ば
す
シ
ス
テ
ム
は
、

同
じ
よ
う
に
湿
っ
た
と
こ
ろ

に
生
え
る
イ
ラ
ク
サ
科
の
カ

テ
ン
ソ
ウ
な
ど
で
も
見
ら
れ

ま
す
。
カ
テ
ン
ソ
ウ
も
花
蕾
の

中
に
は
雄
し
べ
が
曲
が
っ
て

収
ま
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
開

花
時
に
花
弁
を
押
し
の
け
る

よ
う
に
雄
し
べ
が
は
ね
上
が
っ

て
花
粉
を
飛
ば
す
の
で
す
。

　

ミ
ヤ
マ
ハ
ハ
ソ
は
漢
字
で
深

枝先に円錐花序をつけるミヤマハハソ

山
柞
、
深
山
母
蘇
、
深
山
波
波
曾
と
も

記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
正
し
く
は
「
柞
」

で
、
訓
読
み
は
「
は
は
そ
」
、
音
読
み
は

「
さ
く
」
と
な
り
ま
す
。

　

ミ
ヤ
マ
ホ
ウ
ソ
と
か
ミ
ヤ
マ
ホ
ー
ス
な

ど
と
も
呼
ば
れ
ま
す
が
、
そ
も
そ
も
ハ

ハ
ソ
、
ホ
ウ
ソ
と
は
コ
ナ
ラ
や
ク
ヌ
ギ
な

ど
の
古
称
で
、
鋸
歯
の
あ
る
葉
が
コ
ナ

ラ
（
ハ
ハ
ソ
）
に
似
て
お
り
、
奥
山
に
生

え
て
い
る
た
め
「
深
山
（
み
や
ま
）
」
の

接
頭
語
が
つ
い
て
い
る
の
で
す
。
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佳子内親王殿下が御視察されました

５月１０日に愛知県名古屋市にあるオアシス２１内のＧＩＦＴＳ　ＰＲＥ
ＭＩＵＭの６周年祭へ出展しました。今回のイベントでは県外のイベント
ということもあり、ぎふ木育の発信を兼ねて木のおもちゃに触れ合っ
て楽しんでもらいました。
利用者からは「木のおもちゃは高くてなかなか簡単に買うことがで

きないが、手触りがよくいい匂いがするから好きです。」という声をい
ただき、貴重な場を提供することができました。
当イベントで印象に残った出来事は、昨年のＧＩＦＴＳ　ＰＲＥＭＩＵＭの

５周年祭にも来てくれた男の子（右写真）が昨年からパワーアップした
つみぼぼのドミノを作ってくれました。この男の子は「新聞で出展する
ことを知って、今日はこのつみぼぼのために来ました。」と集中してつ
みぼぼのドミノを作っていました。このように木のおもちゃは積み木と
しての役割だけではなく、コミュニケーションツールの1つとして様々
な遊び方をすることもできます。

ぎふ木遊館では当イベントで使用した木のおもちゃの他にも約１００
種類の木のおもちゃと岐阜県産材で作られた木製大型遊具で遊ぶ
ことができますので、遊び足りなかった方はぎふ木遊館でお待ちし
ています！

ぎふ木遊館ではぎふ木育にご賛同いただいた団体と連携し、活動しています。その一環として、今回はブース出
展したイベントについてご紹介します。

ＧＩＦＴＳ ＰＲＥＭＩＵＭ ６周年祭に出展しました！

ミナモも木のおもちゃとハイ、チーズ

つみぼぼのドミノを作ってくれました！

詳しくは、ぎふ木遊館HP「おしらせ」をご覧ください♪

　「令和７年度全国都市緑化祭」ご臨席に併せて、令和７年５月２０日に秋篠宮家の次女佳子さまがぎふ木遊館
をご視察されました。
　竹下名誉館長から当館の概要説明の後、古沢館長の案内にて木育ひろばをご覧になられました。木育ひろば
では、かぐや第二こども園の年長園児の皆さんと御交流いただき、丸太トンネルを一緒にくぐったり、木育プロ
グラム「つみぼぼ遊び」に参加されました。積み木が完成した時に子ども達と一緒に手を挙げて喜ばれる等、
常に子ども目線で接していただいたことが印象的でした。

丸太トンネルの中から 館長からつみぼぼの説明 木育プログラム「つみぼぼ遊び」
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morinosHP YouTube
 「morinosチャンネル」

レンタルセット紹介！！

https://morinos.net

検索「morinosチャンネル」

１０：００～１６：００

毎週火・水曜日

ホームページ

YouTube

開　館　時　間

定　休　日

　岐阜県立森林文化アカデミー・森林総合教育センター（morinos）のレンタルセットについてご紹介します！

＜使いこなせるとカッコイイ？！森を楽しむレンタルセット！＞
morinosでは、森に親しんでもらえるように「森を楽しむレンタルセット」を無料で貸し出しています！ハンモックや

工作用のナイフといったお馴染みのものから、薪割り台やケリーケトルなど火に関係するもの、さらには各種林業用
計測器具などマニアックなものまで！いろんなものがあります。

今回はレンタルセットの一部についてご紹介します。ぜひmorinosに来たときに使ってみてくださいね！

morinos HPでは、こうした日常風景からプログラムまで、様々な活動報告を行っています。興味を持ってくださった方は、morinos
のHP、ＹｏｕTｕｂｅ動画をご覧ください。

こちらはケリーケトル。アイルランドで生まれた、ガスを使わず小枝や松
ぼっくりなどを燃やしてお湯を沸かすケトル（やかん）です。ケトル全体に熱
が伝わりやすい構造をしており、あっという間にお湯が沸く優れものです。

ケリーケトルでお湯を沸かして、家から持ってきたコーヒーとコップで
ほっと一息つくのも、またカップ麺でお腹を満たすのもいいですね。
※カップ麺などの食べ残しも含め、ゴミは持ち帰りをお願いします。

こちらは林業用の測量セット。左から検縄、ポケットコンパス、ポールの３点セットで
す。この３つを使って方位角・斜距離・高低角を測ることで、急峻な山の斜面でも面積を
求めることができる、昔ながらの磁力を利用した測量器具です。測点を決めて、ポケットコ
ンパスからポール（測点）の方位角・斜距離・高低角をポケットコンパスと検縄を使って測
定します。

ファインダーをのぞいて方位角を測るときはスナイ
パーになったような気分になれます。現在はデジタルの
測量器具が主流となりましたが、こういったアナログのも
のを使いこなす姿もかっこいいですよ！

次に紹介するのは観察マシーンです。カップの中に虫や木の実など観察したい
ものを入れてセットをすると、レンズを通してその場でじっくりと観察できます。
上からはもちろん、下からもよ～く観察できますよ。

観察マシーン片手に生きもの採集や木の実探しなども面白そうですね。
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3

『森林・環境税』で“緑豊かな清流の国ぎふづくり”
　県では、「清流の国ぎふ森林・環境税」を活用し、県民みんなで豊かな自然環境を守る様々な取組みを行っています。
こうした取組みの内容について連載で紹介します。

【森林経営課】　●詳しい内容を知りたい方は TEL 058-272-1111 内線（4385）　森林経営課 整備係まで

環境保全林整備事業

シリーズ

事業概要

　森林所有者による森林整備の実施が困難な水源地域や渓流域、急傾斜地等の森林について、水源涵養、水質浄化、土砂
流出防止、生物多様性保全などの森林の持つ公益的機能の維持・向上・回復を目的とする水源涵養等保全林の整備を進め
ます。また、人里に近い里山林について、快適環境形成や保健・文化などの機能の維持・向上・回復を目的とする生活保全林
等の整備を進めます。
　森林所有者と事業実施者、市町村が本事業の実施に合意し、三者で協定を締結し事業者が間伐を実施する場合、県は森
林整備に係る費用等を助成しています。

補助対象者

　市町村、森林組合、生産森林組合、森林組合
連合会、森林整備法人、林業事業体、特定非営
利活動法人　等

補助率

　１０／１０　（上限あり）

効　果

実施前 実施後 実施前 実施後

　間伐を実施した箇所について、モニタリング調査を実施した結果、形状比（樹高÷胸高直径）の改善が見られたほか、下層
植生被覆率（地表から高さ５０cm以下の植物が地面を覆っている割合）が施業直後と比較して増加しており、地面には雨水に
より削られた跡も少ないことから、降雨による土砂の流出が防止され、水源涵養機能も高まりつつあるものと考えられます。

これからの取組み

　清流の国ぎふ森林・環境基金事業の第３期（令和４年度～令和８年度）５ヵ年計画に基づき、１０，５００ha（２，１００ha/年）
を目標に、引き続き環境保全林の間伐を推進します。

水源涵養林等整備の事業内容

●除伐（５齢級以下の林分）
　　不用木の除去、不良木の淘汰
●間伐（１２齢級以下の林分）
　　不用木の除去、不良木の淘汰
●更新伐（１８齢級以下の林分）
　　不用木の除去、不良木の淘汰、支障木やあばれ木等の伐倒
　　不用木の除去、不良木の淘汰
●関連条件整備

生活保全林等整備の事業内容

●不用木の除去
　　不用木や不良木、支障木の除去や淘汰
●修景等環境保全
　　枯損木等の除去、枝葉の除去、下草刈り等の林床整備
●森林病害虫の防除
　　被害木の伐倒、薬剤処理、破砕、搬出運搬等
●放置竹林の整備［管理がなされず過密な竹林］
　　伐倒、林内整理（枝払い、集積）

圏域別実施面積
平成２４年度～令和６年度

【林内の様子】 【樹冠の様子】

岐阜
4,490ha 

西濃
3,907ha 

中濃
8,169ha 

東濃
4,556ha 

飛騨
4,517ha 
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高山市高根多目的センター
（たかね　てらす）

■施設の概要

事業主体 高山市

事業年度 令和５～令和６年度

構造
延床面積

木造平屋建
999.15㎡

施設用途 高山市高根支所、高根まちづくりの会事務所、
多目的室、図書館分館、高根地域診療所

助 成 額

県産材使用量
使用樹種

364.33㎥（高山市産材８割以上使用）
スギ・ヒノキ・カラマツ

㈲小林建築設計事務所

9,010千円（ぎふ県産材利用促進施設等整備事業）

全体事業費 760,000千円（外構等含む）

設 計 者

建　　築：林・洞口特定建設工事共同企業体
電気設備：㈱大成電気
機械設備：㈱岩佐鐵工所

令和5年12月21日～令和7年3月24日

施工業者

工　　期

高山市役所高根支所　地域振興課
ＴＥＬ 0577-59-2211

木の香る
ぎふの施設

高山市高根町上ケ洞４８１番地

木 造 化
147

　高山市高根町の旧高根支所は高根公民館内にありまし
たが、築４７年が経過し、建物の老朽化や耐震基準の問
題もあったことから、この度、新たに「高山市高根多目的
センター（愛称：たかね　てらす）」として建て替えました。
　建て替えるにあたり、高山市公共施設等総合管理計画
に基づき、施設の複合化・多機能化を図るため、図書館や
診療所なども整備しました。
　また、指定避難所やバス待合所としての機能も備え、高
根地域の拠点施設となっています。　

　木材使用量の８割以上に高山市産材を利用した木造建
築であり、中でも多目的室は大断面集成材により、大空間
が実現されており、多様な用途での活用が可能です。

　図書館や待合ロビーは吹き抜け構造となっており、開放
感あふれる中で、読書や休憩の場として利用されています。

問い合わせ先

    利用者の様子

    ここに注目！！

    施設の経緯

施設全景

完成を祝ったテープカット

大断面集成材を利用した多目的室

開放感のある図書館
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●詳しい内容を知りたい方は　TEL（0575）35ｰ2525  県立森林文化アカデミー まで

森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　准
教
授
●
塩
田

　昌
弘

歴
史
を
つ
な
ぎ
山
の
景
色
を

「
感
謝
」
に
変
え
て
く
れ
た
先
輩
の
一
言

●詳しい内容を知りたい方は　TEL（0575）35ｰ2525  県立森林文化アカデミー まで

150

森林と人を
生かす知恵

　

先
日
、
あ
る
集
落
で
山
主
さ
ん
と
話

し
て
い
る
と
「
山
の
て
っ
ぺ
ん
ま
で
、
ス

ギ
・
ヒ
ノ
キ
が
あ
る
け
ど
、
人
工
林
っ
て

災
害
に
弱
い
し
、
花
粉
も
飛
ば
す
し
、
な

ん
で
、
こ
ん
な
に
も
多
く
の
人
工
林
が
あ

る
の
か
？
」
と
問
い
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

森
林
林
業
に
携
わ
っ
て
い
る
と
、
し
ば
し

ば
受
け
る
質
問
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

皆
さ
ん
な
ら
ど
ん
な
風
に
こ
の
疑
問

に
答
え
ま
す
か
。
私
の
場
合
、
こ
う
い
っ

た
疑
問
に
接
し
た
時
、
い
つ
も
頭
の
片
隅

に
浮
か
ん
で
く
る
写
真
や
図
、
映
像
、
そ

し
て
か
つ
て
頂
い
た
大
先
輩
か
ら
の
一
言

が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
一
部
を
紹

介
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。
下
記
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
写
真
な
ど
が
探
せ
ま
す
の

で
、
ご
覧
に
な
り
な
が
ら
読
み
進
め
て
い

た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。

　

そ
ん
な
話
を
繰
り
返
し
聞
く
う
ち
に
、

山
を
見
上
げ
る
と
「
何
百
本
も
苗
木
を
担

ぎ
、
て
っ
ぺ
ん
ま
で
登
り
、
額
に
汗
し
て

植
栽
す
る
諸
先
輩
方
の
姿
」
が
見
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

植
栽
不
適
地
へ
の
造
林
や
行
き
過
ぎ

た
拡
大
造
林
も
事
実
、
同
時
に
、
当
時
の

汗
の
お
陰
様
で
当
た
り
前
に
緑
に
覆
わ
れ

た
山
が
あ
り
、
災
害
が
減
っ
て
き
た
こ
と

も
ま
た
事
実
。

　

「
あ
ん
な
に
山
の
て
っ
ぺ
ん
ま
で
ス
ギ

や
ヒ
ノ
キ
を
植
え
て
…
」
そ
う
口
に
し
て

い
た
20
年
前
の
私
に
、
様
々
な
昔
話
は
、

学
生
時
代
に
教
わ
っ
た
荒
廃
し
た
森
林

の
姿
と
、
目
の
前
の
森
林
の
姿
、
そ
の
点

と
点
を
つ
な
げ
、
ま
ず
感
謝
と
共
に
目
の

前
の
山
を
受
け
入
れ
、
そ
れ
か
ら
現
実
的

な
問
題
に
向
き
合
う
、
そ
ん
な
目
を
与
え

て
く
れ
ま
し
た
。

　

昔
話
を
聞
い
た
大
先
輩
と
の
散
歩
の

時
間
は
、
肩
を
寄
せ
て
き
て
つ
ぶ
や
く
一

言
「
罪
を
憎
ん
で
人
を
憎
ま
ず
」
と
、
大

き
な
笑
い
声
で
よ
く
締
め
く
く
ら
れ
ま
し

た
。
僕
の
大
切
な
歴
史
の
授
業
で
し
た
。

○
１
０
０
年
前
の
山
の
様
子

　
（
田
上
山
を
例
に
）

　

ま
ず
写
真
、
滋
賀
県
南
部
大
津
市
の

田
上
山
（
た
な
か
み
や
ま
）
の
大
正
時
代

の
様
子
で
す
。
花
崗
岩
地
質
と
（
藤
原
京

や
平
城
京
建
造
な
ど
）
古
く
か
ら
立
木

を
繰
返
し
使
っ
て
き
た
結
果
の
光
景
で

「
万
年
雪
が
積
も
っ
た
よ
う
な
は
げ
山
」

と
表
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
現
在
、
身
の
回

り
の
山
々
を
見
て
い
る
と
想
像
で
き
ま
せ

ん
が
、
１
０
０
年
ほ
ど
前
、
は
げ
山
は
日

本
各
地
に
あ
り
、
珍
し
く
な
か
っ
た
の
で

す
。

○
治
水
三
法
と
災
害
規
模
の
変
遷

　

次
に
、
論
文
「
国
土
の
変
遷
と
災
害
」

中
の
図
（
１
件
の
風
水
害
に
よ
る
死
亡

者
数
と
人
口
の
推
移
）
で
す
。
こ
の
図
で

は
、
こ
の
１
０
０
年
ほ
ど
の
森
林
の
充
実

と
治
水
の
賜
物
で
、
土
砂
災
害
の
規
模

が
確
実
に
小
さ
く
な
り
現
在
に
至
っ
て
い

る
こ
と
が
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
（
近
年

の
気
候
変
動
に
よ
る
豪
雨
災
害
は
別
ス

テ
ー
ジ
）

○
生
涯
を
か
け
天
竜
川
を
治
め
た
偉
人

　

ま
た
、
度
重
な
る
洪
水
を
経
験
し
、
そ

の
治
水
に
生
涯
を
か
け
た
金
原
明
善
翁

の
逸
話
も
頭
の
片
隅
に
。
翁
は
、
私
財
を

投
じ
地
域
の
た
め
次
世
代
の
た
め
堤
防

工
事
や
植
林
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
そ
れ

程
の
決
意
を
さ
せ
る
土
砂
災
害
が
、
ほ
ん

の
１
５
０
年
前
の
浜
松
市
で
あ
っ
た
こ
と

を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
最
後
、
大
先
輩
か
ら
何
度
も

聞
い
た
昭
和
40
年
代
以
降
の
造
林
期
の

話
。
県
内
各
地
に
裸
山
が
点
在
し
て
い
た

こ
と
、
年
間
数
千
ha
も
の
植
栽
事
業
が

あ
り
、
山
村
地
域
の
大
き
な
雇
用
で
あ
っ

た
こ
と
、
知
識
や
技
術
に
未
熟
な
面
も

あ
っ
た
こ
と
、
そ
れ
で
も
、
当
時
の
人
な

り
に
懸
命
だ
っ
た
こ
と
。
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研究
コーナー

　
　
　
　森
林
研
究
所

　大
橋 

章
博

ハ
ナ
ノ
キ
を
加
害
す
る

　
　ツ
ヤ
ハ
ダ
ゴ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ 

は
じ
め
に

　

ハ
ナ
ノ
キ
は
、
ム
ク
ロ
ジ
科
カ
エ
デ
属
に

属
す
る
日
本
固
有
種
で
す
。
そ
の
分
布
は
、

岐
阜
県
東
濃
地
方
、
愛
知
県
北
部
、
長
野

県
下
伊
那
地
方
の
湧
水
湿
地
に
限
ら
れ
て
お

り
、
環
境
省
の
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
ラ
ン
ク
で
絶

滅
危
惧
Ⅱ
類
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
多
く
の
自
生
地
は
土
地
開
発
な
ど
に
よ

り
減
少
し
、
ハ
ナ
ノ
キ
集
団
の
分
断
・
孤
立

化
が
進
む
な
ど
、
ハ
ナ
ノ
キ
を
取
り
巻
く
環

境
は
急
激
に
悪
化
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
２
０
２
３
年
に
外
来
種
で
あ

る
ツ
ヤ
ハ
ダ
ゴ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
（
以
下
、

ツ
ヤ
ハ
ダ
）
が
岐
阜
県
に
生
息
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
研
究
所
で
調
査
し
た

結
果
、
ツ
ヤ
ハ
ダ
は
街
路
樹
の
ハ
ナ
ノ
キ
を

好
ん
で
加
害
し
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
、
ツ
ヤ

ハ
ダ
の
生
息
域
が
拡
大
す
る
と
自
生
す
る
ハ

ナ
ノ
キ
存
続
の
脅
威
と
な
る
こ
と
が
危
惧
さ

れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
回
は
ツ
ヤ
ハ
ダ
の
生
態
と
岐

阜
県
に
お
け
る
加
害
状
況
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

ツ
ヤ
ハ
ダ
ゴ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
と
は

　

ツ
ヤ
ハ
ダ
は
元
々
中
国
東
部
か
ら
朝
鮮

半
島
に
分
布
す
る
種
で
す
が
、
１
９
８
０

付
け
根
（
図
２
）
に
こ
ぶ
状
突
起
が
多
数
あ

り
デ
コ
ボ
コ
し
て
い
る
の
に
対
し
、
ツ
ヤ
ハ

ダ
で
は
つ
る
っ
と
し
て
い
ま
す
。
生
態
面
で

は
、
ゴ
マ
ダ
ラ
は
幹
の
地
際
や
地
中
部
に
産

卵
す
る
の
に
対
し
、
ツ
ヤ
ハ
ダ
は
幹
や
枝
に

産
卵
し
ま
す
。
ま
た
、
ツ
ヤ
ハ
ダ
の
産
卵
痕

（
図
３
）
は
特
徴
的
で
、
直
径
１
か
ら
２
セ

ン
チ
の
円
形
に
か
み
傷
を
つ
け
、
そ
の
中
心

に
産
卵
し
ま
す
。
産
卵
痕
が
新
鮮
な
う
ち
は

よ
く
目
立
ち
ま
す
が
、
時
間
と
と
も
に
褐
色

に
な
り
目
立
た
な
く
な
り
ま
す
。

岐
阜
県
に
お
け
る
ツ
ヤ
ハ
ダ
に
よ
る
被
害

　

ツ
ヤ
ハ
ダ
の
主
な
加
害
樹
種
は
、
国
内
で

は
ア
キ
ニ
レ
、
カ
ツ
ラ
、
ト
チ
ノ
キ
、
ヤ
ナ

ギ
類
で
す
。
一
方
、
岐
阜
県
内
で
は
ハ
ナ
ノ

キ
か
ら
の
み
見
つ
か
っ
て
お
り
、
他
樹
種
か

ら
は
確
認
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　

２
０
２
３
年
に
土
岐
市
、
瑞
浪
市
、
恵

那
市
、
中
津
川
市
内
の
ハ
ナ
ノ
キ
植
栽
木

４
９
８
本
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
半
数
以
上

の
２
６
０
本
か
ら
産
卵
痕
が
見
つ
か
り
ま
し

た
。
被
害
は
４
市
全
て
で
確
認
さ
れ
る
な
ど

広
範
囲
に
わ
た
っ
て
お
り
、
本
種
の
移
動
距

離
を
考
慮
す
る
と
、
ツ
ヤ
ハ
ダ
は
か
な
り
前

か
ら
こ
の
地
域
に
侵
入
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
産
卵
痕
が
見
つ
か
っ
た
木

の
数
に
比
べ
、
脱
出
孔
は
非
常
に
少
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
県
内
で
も
ハ
ナ
ノ
キ
以
外
の

樹
種
で
ツ
ヤ
ハ
ダ
が
繁
殖
し
て
い
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

お
わ
り
に

　

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
ツ
ヤ
ハ
ダ
の
被
害

は
、
公
園
や
街
路
樹
な
ど
人
為
的
な
影
響
を

受
け
た
場
所
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
生
息
数
が
多
く
な
れ
ば
山
林
等
へ
生
息

域
が
拡
大
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
ツ
ヤ
ハ
ダ
の
発
生
源
が
ど
こ
か

を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
自
生
す
る
ハ

ナ
ノ
キ
の
被
害
状
況
を
明
ら
か
に
し
、
地
域

全
体
で
効
果
的
な
防
除
対
策
を
考
え
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
7
5
ー
3
3
ー
2
5
8
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

森
林
研
究
所
ま
で

年
代
に
北
米
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
侵
入
し
、

様
々
な
樹
木
を
加
害
、
枯
死
さ
せ
る
こ
と
か

ら
、
「
世
界
の
侵
略
的
外
来
種
ワ
ー
ス
ト

１
０
０
」
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で

は
２
０
０
２
年
に
神
奈
川
県
で
初
め
て
被
害

が
確
認
さ
れ
た
も
の
の
、
完
全
駆
除
さ
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
２
０
２
０
年
に
兵
庫
県
で

確
認
さ
れ
た
の
を
皮
切
り
に
、
日
本
各
地
か

ら
発
生
報
告
が
続
き
、
現
在
で
は
岐
阜
県
を

は
じ
め
、
14
都
県
で
発
生
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
急
速
な
拡
大
を
受
け

て
、
２
０
２
３
年
に
特
定
外
来
生
物
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
（
こ
の
た
め
、
ツ
ヤ
ハ
ダ
を
生

き
た
ま
ま
持
ち
帰
っ
た
り
、
飼
育
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
）
。

　

日
本
に
は
、
ツ
ヤ
ハ
ダ
と
よ
く
似
た
ゴ
マ

ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
が
生
息
し
て
い
ま
す
。
カ
ミ

キ
リ
と
言
え
ば
本
種
を
思
い
浮
か
べ
る
ほ
ど

馴
染
み
深
く
、
果
樹
類
の
害
虫
と
し
て
も
有

名
で
す
。
両
者
の
外
観
は
よ
く
似
て
い
ま
す

が
、
区
別
点
と
し
て
、
ゴ
マ
ダ
ラ
に
は
上
翅

図 2　ツヤハダ（上）とゴマダラ（下）の
上翅付け根部分
ゴマダラには丸いこぶ状突起がみら
れるが、ツヤハダにはない

図３　産卵痕

図 1　ツヤハダ♀
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●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
７
―
３
３
―
１
１
１
１

　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

飛
騨
農
林
事
務
所
ま
で

　
し
い
た
け
栽
培
に
は
、「
原
木
栽
培
」

と
「
菌
床
栽
培
」
が
あ
る
の
は
ご
存
じ

か
と
思
い
ま
す
。（
商
品
ラ
ベ
ル
に
も
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
）

　「
原
木
栽
培
」
で
、
し
い
た
け
を
生
産

さ
れ
て
い
る
生
産
者
が
、Ｒ
５
年
３
月

に
「
岐
阜
県
原
木
し
い
た
け
の
会
」（
以

下
「
会
」
と
よ
ぶ
。）
を
設
立
し
、
活
動

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
今
回
は
そ
の
活

動
内
容
と
成
果
を
簡
単
に
報
告
し
ま

す
。

　
会
の
目
的
は
、①
原
木
の
確
保
、②
生

産
技
術
の
向
上
、③
販
売
の
促
進
、④
後

継
者
育
成
の
４
つ
の
柱
と
し
て
い
ま
す
。

①「
原
木
の
確
保
」

　
東
日
本
大
震
災
以
降
、
原
木
の
供
給

は
、
東
北
地
方
か
ら
の
出
荷
制
限
に
よ

り
、
長
野
県
の
一
部
や
飛
騨
地
域
に
頼

ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
す
が
、
良
質

な
原
木
を
求
め
、
新
た
な
供
給
先
を
模

索
し
、
揖
斐
地
域
や
大
分
県
、
北
海
道

か
ら
供
給
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

②「
生
産
技
術
の
向
上
」

　
使
用
す
る
原
木
の
多
く
は
コ
ナ
ラ
で

す
が
、
ク
ヌ
ギ
を
使
用
す
る
会
員
の
施

設
で
ホ
ダ
化
（
し
い
た
け
菌
が
順
調
に

生
育
す
る
状
況
）
の
勉
強
会
を
開
催
し
、

ク
ヌ
ギ
を
導
入
す
る
会
員
も
出
て
き
て

い
ま
す
。

③「
販
売
の
促
進
」

　
消
費
者
の
手
に
取
っ
て
も
ら
う
た

め
、「
人
と
環
境
に
や
さ
し
い
農
場
」
で

生
産
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
た
め
、「
ぎ

ふ
清
流
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
」
を
積
極
的
に
取

得
す
る
会
員
も
増
え
て
い
ま
す
。

④「
後
継
者
育
成
」

　
こ
れ
ま
で
は
、
個
人
で
、
生
産
や
販

売
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う

な
活
動
を
行
う
こ
と
で
、
会
員
同
志
の

つ
な
が
り
が
で
き
、
課
題
解
決
に
は
、

年
齢
の
近
い
相
談
者
が
で
き
た
こ
と
も

あ
り
、
後
継
者
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
11
月
号
で
は
、「
原
木
の
確
保
」
に
つ

い
て
、
き
の
こ
振
興
セ
ン
タ
ー
の
活
動

を
掲
載
し
ま
す
の
で
、
楽
し
み
に
し
て

い
て
く
だ
さ
い
。

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は
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　技
術
普
及
係
ま
で

「
岐
阜
県
原
木
し
い
た
け
の
会
」

森
林
技
術
開
発
・
支
援
セ
ン
タ
ー
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の
こ
通
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8

飛
騨
地
域
の
広
葉
樹
活
用
推
進
に
つ
い
て

飛
騨
農
林
事
務
所
　林
業
普
及
指
導
員
　田
口
　正
英

普及コーナー

勉強会の様子

連
絡
会
議
」を
令
和
６
年
３
月
に
発
足
し

ま
し
た
。

●
飛
騨
地
域
持
続
可
能
な
森
林
づ
く
り　

　
連
絡
会
議
の
令
和
６
年
度
の
取
り
組
み

１
．
定
例
会
議

　

７
月
、
11
月
、
３
月
の
年
３
回
の
定
例

会
議
に
お
い
て
、
広
葉
樹
活
用
に
関
す
る

勉
強
会
、
再
造
林
の
実
施
状
況
報
告
、
川

上
側
事
業
体
の
広
葉
樹
伐
採
量
・
供
給
状

況
調
査
、
行
政
の
補
助
事
業
等
の
情
報
共

有
を
行
い
ま
し
た
。

　

7
月
の
定
例
会
と
あ
わ
せ
た
勉
強
会
で

は
、「
飛
騨
独
自
の
広
葉
樹
規
格
の
可
能
性

を
探
る
」と
題
し
て（
株
）や
ま
か
わ
製
材

舎
の
及
川
氏
に
講
演
い
た
だ
き
、
広
葉
樹

の
多
様
性
を
活
か
し
た
活
用
の
提
案
が
あ

り
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
取
り
組
み
の
中
で
、
課
題

と
な
る
点
を
洗
い
出
し
、
そ
の
課
題
を
解

決
で
き
る
よ
う
今
後
の
取
り
組
み
の
方
向

性
を
定
め
ま
し
た
。

２
．
研
修
会
の
開
催

　

定
例
会
に
加
え
、
現
地
で
の
意
見
交
換

会
も
行
い
ま
し
た
。
令
和
６
年
９
月
27
日

に
高
山
市
清
見
町
巣
野
俣
地
内
の
広
葉
樹

林
の
伐
採
現
場
に
て
、
川
上
・
川
中
・
川

下
の
事
業
者
26
名
、
行
政
関
係
者
24
名
を

集
め
、
実
際
の
広
葉
樹
林
を
見
な
が
ら
、

●
県
の
取
り
組
み

　

飛
騨
市
が
先
進
的
に
取
り
組
ん
で
き
た

ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
し
、
ま
た
、
行
政
や
川

上
側
の
事
業
体
が
情
報
交
換
を
行
う
こ
と

で
、
さ
ら
な
る
広
葉
樹
活
用
や
再
造
林
等

を
進
め
る
た
め
、
県
飛
騨
農
林
事
務
所
主

導
に
よ
り
、
飛
騨
森
林
管
理
署
・
各
市

村
・
森
林
組
合
等
川
上
側
の
事
業
体
・
県

森
林
組
合
連
合
会
等
関
係
団
体
が
参
加
す

る「
飛
騨
地
域
持
続
可
能
な
森
林
づ
く
り

●
飛
騨
の
広
葉
樹
活
用
の
状
況

　

飛
騨
地
域
の
管
内
森
林
面
積（
民
有
林
）

に
対
す
る
広
葉
樹
天
然
林
の
割
合
は
約

58
％
あ
り
、
毎
年
１
万
㎥
以
上
の
広
葉
樹

原
木
が
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
材
の
平
均
胸
高
直
径
は
約
26
㎝

程
度
と
推
計（
Ｈ
28
飛
騨
市
広
葉
樹
資
源

量
調
査
よ
り
）さ
れ
、
一
方
で
家
具
等
用

材
と
し
て
求
め
ら
れ
る
原
木
は
30
㎝
上

（
カ
ミ
、
末
口
直
径
30
㎝
以
上
）が
一
般
的

な
た
め
、
材
が
出
て
き
て
も
、
径
が
細
い

所
謂
小
径
広
葉
樹
が
多
く
、
そ
の
9
割
以

上
が
チ
ッ
プ
化
さ
れ
パ
ル
プ
や
菌
床
の
原

料
な
ど
に
活
用
さ
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

●
先
駆
的
な
飛
騨
市
の
取
り
組
み

　

飛
騨
市
で
は
平
成
26
年
か
ら「
広
葉
樹

の
ま
ち
づ
く
り
」を
掲
げ
、
令
和
２
年
度

に
は
川
上
～
川
下
の
事
業
者
等
に
よ
る

「
飛
騨
市
広
葉
樹
活
用
推
進
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
」を
設
立
す
る
な
ど
、
小
径
広
葉
樹

の
家
具
材
利
用
を
積
極
的
に
推
進
し
、
そ

の
成
果
と
し
て
家
具
等
用
材
の
利
用
率
が

高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

○県森連飛騨共販所

川上①

○森林組合
・飛騨高山森林組合
・飛騨市森林組合
○素材生産事業者
○その他林業関係者

川中

製材・加工
事業者

川下①

消費者

都市地域の消費者、
コントラクト事業
等

川上②

原木市場・土場

原木生産

飛騨地域（高山
市・飛騨市・白川
村）を対象

製材・乾燥

木工房・
作家

川下③

チップ等

川下②

家具メー
カー等

飛騨木工連
加盟各社等

〇製紙会社
○菌床しいたけ
○木質バイオマス発電
〇薪利用

現在は９割以上

★高付加価値化、小径木等
活用事業者へ供給（家具用
材等に活用）

飛騨地域持続可能な森林づくり連絡会議

県飛騨農林、高山市、
飛騨市、白川村

支
援

●広葉樹原木供給
等に関する意見交換
会の開催。
●飛騨の広葉樹利
用を進めるための研
修会の開催。

協
力

連携飛騨森林管理署

飛騨地域の広葉樹活用ネットワークのイメージ

研修会の様子② 研修会の様子① 定例会議の様子。
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容
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飛
騨
農
林
事
務
所
ま
で

　
し
い
た
け
栽
培
に
は
、「
原
木
栽
培
」

と
「
菌
床
栽
培
」
が
あ
る
の
は
ご
存
じ

か
と
思
い
ま
す
。（
商
品
ラ
ベ
ル
に
も
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
）

　「
原
木
栽
培
」
で
、
し
い
た
け
を
生
産

さ
れ
て
い
る
生
産
者
が
、Ｒ
５
年
３
月

に
「
岐
阜
県
原
木
し
い
た
け
の
会
」（
以

下
「
会
」
と
よ
ぶ
。）
を
設
立
し
、
活
動

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
今
回
は
そ
の
活

動
内
容
と
成
果
を
簡
単
に
報
告
し
ま

す
。

　
会
の
目
的
は
、①
原
木
の
確
保
、②
生

産
技
術
の
向
上
、③
販
売
の
促
進
、④
後

継
者
育
成
の
４
つ
の
柱
と
し
て
い
ま
す
。

①「
原
木
の
確
保
」

　
東
日
本
大
震
災
以
降
、
原
木
の
供
給

は
、
東
北
地
方
か
ら
の
出
荷
制
限
に
よ

り
、
長
野
県
の
一
部
や
飛
騨
地
域
に
頼

ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
す
が
、
良
質

な
原
木
を
求
め
、
新
た
な
供
給
先
を
模

索
し
、
揖
斐
地
域
や
大
分
県
、
北
海
道

か
ら
供
給
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

②「
生
産
技
術
の
向
上
」

　
使
用
す
る
原
木
の
多
く
は
コ
ナ
ラ
で

す
が
、
ク
ヌ
ギ
を
使
用
す
る
会
員
の
施

設
で
ホ
ダ
化
（
し
い
た
け
菌
が
順
調
に

生
育
す
る
状
況
）
の
勉
強
会
を
開
催
し
、

ク
ヌ
ギ
を
導
入
す
る
会
員
も
出
て
き
て

い
ま
す
。

③「
販
売
の
促
進
」

　
消
費
者
の
手
に
取
っ
て
も
ら
う
た

め
、「
人
と
環
境
に
や
さ
し
い
農
場
」
で

生
産
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
た
め
、「
ぎ

ふ
清
流
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
」
を
積
極
的
に
取

得
す
る
会
員
も
増
え
て
い
ま
す
。

④「
後
継
者
育
成
」

　
こ
れ
ま
で
は
、
個
人
で
、
生
産
や
販

売
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う

な
活
動
を
行
う
こ
と
で
、
会
員
同
志
の

つ
な
が
り
が
で
き
、
課
題
解
決
に
は
、

年
齢
の
近
い
相
談
者
が
で
き
た
こ
と
も

あ
り
、
後
継
者
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
11
月
号
で
は
、「
原
木
の
確
保
」
に
つ

い
て
、
き
の
こ
振
興
セ
ン
タ
ー
の
活
動

を
掲
載
し
ま
す
の
で
、
楽
し
み
に
し
て

い
て
く
だ
さ
い
。

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は
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　技
術
普
及
係
ま
で

「
岐
阜
県
原
木
し
い
た
け
の
会
」

森
林
技
術
開
発
・
支
援
セ
ン
タ
ー

　き
の
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通
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8

飛
騨
地
域
の
広
葉
樹
活
用
推
進
に
つ
い
て

飛
騨
農
林
事
務
所
　林
業
普
及
指
導
員
　田
口
　正
英

普及コーナー

勉強会の様子

写真提供：協同組合 飛騨木工連合会

域
の
広
葉
樹
活
用
に
向
け
、
現
状
や
課
題

を
共
有
し
ま
し
た
。
市
民
を
は
じ
め
と
す

る
地
域
内
外
の
参
加
者
・
来
場
者
も
議
論

に
ま
き
こ
み
、
広
葉
樹
が
持
つ
多
様
な
可

能
性
を
探
り
、
ま
た
、
経
済
・
環
境
・
社

会
の
視
点
か
ら
広
葉
樹
を
通
し
た
持
続
可

能
な
森
・
地
域
・
も
の
づ
く
り
の
今
後
の

ア
ク
シ
ョ
ン
や
方
向
性
を
検
討
し
ま
し

た
。

●
取
り
組
み
の
中
で
感
じ
た
こ
と

　

広
葉
樹
の
流
通
に
つ
い
て
は
、
川
上
側

の
仕
分
け
が「
市
場
に
並
ぶ
A
材
」と「
パ

ル
プ
・
菌
床
用
の
C
材
」に
２
極
化
し
て

い
る
状
況
と
思
わ
れ
ま
す
。
広
葉
樹
の
活

用
を
推
進
す
る
に
は
、
川
中
・
川
下
の
利

用
す
る
側
の
立
場
で
材
を
み
て
、
こ
れ
ま

で
C
材
と
し
て
仕
分
け
さ
れ
て
い
た
も
の

を「
こ
う
す
れ
ば
用
材
と
し
て
活
用
で
き

る
！
」と
い
っ
た
提
案
が
必
要
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。
研
修
会
な
ど
を
通
じ
て
川
上

～
川
中
の
交
流
を
深
め
、
ア
ン
マ
ッ
チ
な

部
分
を
徐
々
に
解
消
し
て
い
き
、
例
え
ば

飛
騨
独
自
の
B
材
規
格
を
確
立
す
る
等
で

需
要
拡
大
に
つ
な
げ
、
広
葉
樹
の
流
通
を

活
性
化
で
き
る
と
い
い
と
感
じ
ま
す
。
多

種
多
様
な
広
葉
樹
と
同
じ
よ
う
に
、
広
葉

樹
に
か
か
わ
る
多
種
多
様
な
人
々
が
協
力

し
て
、
飛
騨
地
域
全
体
で
楽
し
く
盛
り
上

げ
て
い
け
る
よ
う
普
及
指
導
員
と
し
て
活

動
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
に
伐
採
す
れ
ば
家
具
用
材
と
し

て
活
用
可
能
か
を
話
し
合
っ
た
り
、ま
た
、

伐
採
さ
れ
た
材
を
み
て
曲
が
り
・
末
口
直

径
等
に
視
点
を
あ
て
、
川
上
側
と
川
下
側

で
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
を
交
換
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
飛
騨
地
域
に
お
い
て
供
給

可
能
な
広
葉
樹
材
と
、
活
用
側
が
求
め
る

材
の
擦
り
合
わ
せ（
マ
ッ
チ
ン
グ
）を
進
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

３
．
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

　

さ
ら
に
、
令
和
6
年
10
月
20
日
に
は

飛
騨
木
工
連
合
会
主
催
の「
2
0
2
4
飛

騨
の
家
具
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
場
所
：
飛

騨
・
世
界
生
活
文
化
セ
ン
タ
ー
）」内
に
お

い
て
、「
ひ
だ
広
葉
樹
活
用
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

2
0
2
4
」を
開
催
し
ま
し
た
。　

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
地
域
の

川
上
・
川
中
・
川
下
で
活
動
す
る
人
々
が

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て

一
堂
に
集
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
地
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伊
勢
神
宮

　式
年
遷
宮
特
集

　
　
　
　
　〜
三
ツ
緒
伐
り
と
鳥
総
立
〜

国有林の現場から

イベント情報

市況情報

連載
●山の歳時記（240）

木と親しむ
●岐阜県の公共木造建築（148）

森林・林業技術
●研究・普及コーナー

清流の国ぎふ森林・環境税

その他

清流と森と親しむ
●森林と人を活かす知恵（151）

今年の４月から異動により恵那農林事務所から岐阜県環境生活政策
課勤務となりました。

主に自然公園や長距離自然歩道内の施設整備を担当しています。
そもそも異動する以前は、自然公園や長距離自然歩道の概念自体を知らな

かったということもあり、執筆している現在（５月）でも仕事の進め方はよく分
かっていない状態です。その点では右も左も分からなかった新規採用職員だった
頃と同じだなと思います。当時の私は、「仕事をがむしゃらに取り組む」ことに注
力していました。

今は採用４年目で新人とは言えない立場になります。しかし、知識や技量はま
だまだ至らない点が多い事も事実です。知識や技量を身に付けていくうえでこれ
から不安や心配事も増えていきますが、こんな時にこそ初心に戻り、我に返る事
も大切だと思っています。また、過去に経験した失敗や学びを異動した今の職務
に活用し、仕事をがむしゃらに取り組む事を意識したいと思います。

「森林のたより」編集委員　環境生活政策課　吉良 信一郎

コラム

8月1日
発行

8月号予定
を
立
て
る「
鳥
総
立（
と
ぶ
さ
た
て
）」と
呼

ば
れ
る
儀
式
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、

山
の
神
に
対
し
こ
の
木
を
い
た
だ
い
た
感

謝
を
意
味
し
ま
す（
梢
か
ら
再
び
根
が
生
え

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

　

こ
の「
鳥
総
立
」は
、
歴
史
で
学
ん
だ
万

葉
集
に
も
書
か
れ
て
い
る
儀
式
で
、
古
来

よ
り
山
の
神
へ
の
感
謝
を
忘
れ
な
い
重
要

な
も
の
で
す
。

　

こ
う
し
て
、
伝
統
的
な
技
法
、
作
法
は

保
存
会
の
方
々
の
手
に
よ
り
次
の
世
代
へ

と
受
け
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。

　

新
し
い
技
術
も
必
要
で
す
が
、
山
の
恵

み
に
感
謝
す
る
こ
の
よ
う
な
習
わ
し
も
大

切
に
し
た
い
も
の
で
す
。

（
東
濃
森
林
管
理
署
）

（
み
つ
ひ
も
ぎ
り
）」、
裏
木
曽
地
域
で
は「
三

ツ
伐
り（
み
つ
ぎ
り
）」と
も
呼
ば
れ
て
い
る

ほ
か
、「
三
ツ
弦
伐
り（
み
つ
つ
る
ぎ
り
）」と

呼
ぶ
地
域
も
あ
り
ま
す
）。

　

こ
の「
三
ツ
緒
伐
り
」と
呼
ば
れ
る
伐
採

方
法
は
、
斧（
お
の
）で
伐
倒
木
の
三
方
向

よ
り
窓
を
開
け
、
３
本
の
弦
を
残
し
て
す

べ
て
く
り
貫
き
ま
す
。
最
後
に
３
本
残
し

た
弦
の
内
、
伐
倒
し
た
い
方
向
と
は
逆
に

残
し
た
１
本
の
弦
を
伐
り
離
す
こ
と
に
よ

り
、
立
木
を
正
確
な
方
向
に
向
け
て
倒
す

方
法
で
、
室
町
時
代
に
は
こ
の
作
業
方
法

が
確
立
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
伐
倒
方
法
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、

前
述
の
よ
う
に
正
確
な
方
向
へ
立
木
を
倒

　

前
回
、
こ
の
地
域
で
は
、「
山
口
祭（
や
ま

ぐ
ち
さ
い
）」「
木
本
祭（
こ
の
も
と
さ
い
）」

に
次
ぐ
３
番
目
の
お
祭
り
で
あ
る「
御
杣
始

祭（
み
そ
ま
は
じ
め
さ
い
）」が
６
月
３
日
に

長
野
県
上
松
町
で
行
わ
れ
、
６
月
５
日
に

中
津
川
市
加
子
母
に
お
い
て
同
様
に「
裏
木

曽
御
用
材
伐
採
式
」が
行
わ
れ
ま
す
。
と
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
こ
の
お

祭
り
は
、
正
式
に
御
杣
山（
み
そ
ま
や
ま
）

で
の
伐
採
を
始
め
る
お
祭
り
で
す
。

　

こ
の
お
祭
り
で
は
、
式
年
遷
宮
で
も
最

も
重
要
な
御
用
材
で
あ
る「
御
樋
代
木（
み

ひ
し
ろ
ぎ
）」と
呼
ば
れ
る
ヒ
ノ
キ
の
伐
採

が
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の「
御
樋
代
木
」と
は
、「
遷
御
の
儀（
御

神
体
を
新
し
い
正
殿
へ
移
す
儀
式
）」の
際

に
御
神
体
を
お
納
め
す
る
器
と
な
る
も
の

で
、
内
宮
用
、
外
宮
用
が
そ
れ
ぞ
れ
１
本

ず
つ
長
野
県
上
松
町
、
岐
阜
県
中
津
川
市

の
２
か
所
の
国
有
林
よ
り
計
４
本
伐
採
・

搬
出
さ
れ
ま
す
。

　

こ
こ
で
行
わ
れ
る
伐
採
方
法
は
、
古
来

よ
り
伝
わ
る「
三
ツ
緒
伐
り（
み
つ
お
ぎ

り
）」と
呼
ば
れ
る
伐
採
方
法
を
用
い
て
行

わ
れ
ま
す（
木
曽
地
域
で
は「
三
ツ
紐
伐
り

せ
る
こ
と
に
よ
り
、
貴
重
な
木
材
を
傷
め

る
こ
と
を
避
け
ら
れ
る
こ
と
。
伐
倒
時
に

立
木
の
芯
の
部
分
が
伐
根
に
残
っ
て
し
ま

う
こ
と
に
よ
り
発
生
す
る「
芯
抜
け（
し
ん

ぬ
け
）」と
呼
ば
れ
る
伐
倒
木
の
根
元
側
に

空
洞
が
で
き
て
し
ま
う
こ
と
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
る
こ
と
。
な
ど
が
あ
り
、
と
り
わ

け
大
木
の
伐
採
に
際
し
て
は
効
果
的
な
方

法
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
「
御
杣
始
祭
」「
裏
木
曾
御
用
材
伐
採
式
」

で
は
、
こ
の
伝
統
技
法
を
引
き
継
ぐ「
三

ツ
紐
伐
り
保
存
会（
上
松
町
）」「
三
ツ
伐
り

保
存
会（
中
津
川
市
）」「
神
宮
司
廰（
じ
ん
ぐ

う
し
ち
ょ
う
）　

営
林
部
」の
方
々
に
よ
り
、

多
く
の
参
列
者
が
見
守
る
中
、
こ
の
御
神

木
の
伐
採
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

伐
採
後
の
切
り
株
に
は
倒
し
た
木
の
梢
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イベント情報

市況情報

連載
●山の歳時記（240）

木と親しむ
●岐阜県の公共木造建築（148）

森林・林業技術
●研究・普及コーナー

清流の国ぎふ森林・環境税

その他

清流と森と親しむ
●森林と人を活かす知恵（151）

今年の４月から異動により恵那農林事務所から岐阜県環境生活政策
課勤務となりました。

主に自然公園や長距離自然歩道内の施設整備を担当しています。
そもそも異動する以前は、自然公園や長距離自然歩道の概念自体を知らな

かったということもあり、執筆している現在（５月）でも仕事の進め方はよく分
かっていない状態です。その点では右も左も分からなかった新規採用職員だった
頃と同じだなと思います。当時の私は、「仕事をがむしゃらに取り組む」ことに注
力していました。

今は採用４年目で新人とは言えない立場になります。しかし、知識や技量はま
だまだ至らない点が多い事も事実です。知識や技量を身に付けていくうえでこれ
から不安や心配事も増えていきますが、こんな時にこそ初心に戻り、我に返る事
も大切だと思っています。また、過去に経験した失敗や学びを異動した今の職務
に活用し、仕事をがむしゃらに取り組む事を意識したいと思います。

「森林のたより」編集委員　環境生活政策課　吉良 信一郎

コラム

8月1日
発行

8月号予定
を
立
て
る「
鳥
総
立（
と
ぶ
さ
た
て
）」と
呼

ば
れ
る
儀
式
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、

山
の
神
に
対
し
こ
の
木
を
い
た
だ
い
た
感

謝
を
意
味
し
ま
す（
梢
か
ら
再
び
根
が
生
え

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

　

こ
の「
鳥
総
立
」は
、
歴
史
で
学
ん
だ
万

葉
集
に
も
書
か
れ
て
い
る
儀
式
で
、
古
来

よ
り
山
の
神
へ
の
感
謝
を
忘
れ
な
い
重
要

な
も
の
で
す
。

　

こ
う
し
て
、
伝
統
的
な
技
法
、
作
法
は

保
存
会
の
方
々
の
手
に
よ
り
次
の
世
代
へ

と
受
け
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。

　

新
し
い
技
術
も
必
要
で
す
が
、
山
の
恵

み
に
感
謝
す
る
こ
の
よ
う
な
習
わ
し
も
大

切
に
し
た
い
も
の
で
す
。

（
東
濃
森
林
管
理
署
）

森林・林業関係イベントカレンダー（7～8月） 林業者向け

開催日 行事名等 内　容　等
（概要、定員、受講料、申込期限など）

場　所
申込（問合せ）先／ TEL 

7月9日㈬～
7月11日㈮

伐木等の業務
（チェーンソー）に係る
特別教育

●講習時間     9日 学科   8:50~17:10
　　　　　　10日 学･実 8:50~12:30
　　　　　　11日 実技   8:30~17:10
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：24,200円（本代含む）（振込み）
●定　員：50名（定員になり次第締め切ります。）

9日（学科）10日（学･実）
恵那建設会館（恵那市大井町2087-276）
11日（実技）
加子母森林組合（中津川市加子母4872-5）

林材業労災防止協会　岐阜県支部 
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

8月6日㈬～
8月7日㈭

木材加工用機械作業
主任者技能講習

●講習時間　 6日～7日  8:30~17:40
●申　込：開催日の20日前まで
●受講料：17,600円（本代含む）（振込み）
●定　員：40名（定員になり次第締め切ります。）

ＪＡひだ吉城営農センター
（飛騨市古川町上野571-1）

林材業労災防止協会　岐阜県支部 
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

2121 MORINOTAYORI



TEL 058－215－0681   FAX 058－215－0682

軽量・経済的！！
山林作業道の足場確保に活躍中です。

〒701－0213 岡山市南区中畦1186
TEL.086－298－2281
FAX.086－298－2121
e-mail  order@ripro.co.jp
ホームページ／www.ripro.co.jp

Wボート 超軽量＆取っ手付で
人手削減！ 最小限の人員で設営・撤去できます。
騒音緩和！ 素早く軽快に設営・撤去できます。
コスト削減！ クレーンなど重機不要、輸送費も減らせます。

強靭な耐荷重＆しなやかで加工も可能
信頼性抜群 荷重・曲げ・衝撃にも強靭です。
曲がっても復元

国土交通省NETIS 登録番号
（新技術情報提供システム） CG-15003-A

下地追従性に優れ、様々な土地に対応します。

㈹

その他山用グッズ多ございます。
ご要望の方は、お気軽にお問い合わせ下さい。
総合カタログ無料発送いたします。

樹脂製敷板

「全面緑化」のり枠工で、防災・環境保全に貢献します。

http://www.ibiden-greentec.co.jp
TEL 0584-81-6111　FAX 0584-74-1971

国土交通省NETIS
「平成30年度 推奨技術」

累計施工実績

100万㎡以上!

緑豊かな森  林づくりもり

B S C 工法 微細藻類の力で、

人の健康 ・ 地球の環境保全に貢献します。

土壌藻類資材 （BSC-1） を散布することで、
バイオロジカル ・ ソイル ・ クラストを形成し、
侵食を防止して早く植生遷移をスタートさせる工法です。

土壌藻類を活用した環境にやさしい

表面侵食防止工法

本 社 ：〒501-6255 岐阜県羽島市福寿町浅平 1 丁目 32 番地

TEL ： 058-393-0500
URL ： https://bsc-method.com/ 国土交通省 NETIS ： OK-170002-VR

自然侵入促進工法 ： 特許第 6734500 号
周辺環境に
応じた植生遷移を促進

在来種への
環境影響を回避

土壌表面の
侵食を防止

B S C 工 法 の 効 果

土

B S C

表 面 流

拡 大 イ メ ー ジ 図

BSC とは？ ハイドロシーダー ヘリコプター

市況

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

外材市況（5月期）

樹　種 規　　格 価格 前月比較

米　松
SSタイプ

コースト（目荒）
ヘム（アラスカ産）

ポール
米　栂
米ひば

日刊木材新聞調べ 名古屋標準相場（径級は30㎝上、米松コーストのみ大阪相場）

※日刊木材新聞調べ（名古屋標準相場　全てKD材）

単位：円

単位：100円（1㎥当たり）

製品卸売標準価格（5月期）

（本（枚）単価）樹種

ス 

ギ

ヒ
ノ
キ

集
成
材

Ｗ
ウ
ッ
ド

用途

柱
間柱
土台

柱

柱

前月
比較

等級
長 巾 高
寸法（mm）

3000

3000

4000

3000

6000

3000

3000

68,000

70,000

80,000

75,000

155,000

85,000

88,000

→

→

→

→

→

→

→

105

105

105

120

120

105

120

105

30

105

120

120

105

120

１等
１等
特等
特等
特等
国産５層

国産５層

　スギ4ｍの元木、尺上良材は、入札多数で活気あり、価格は保合。スギ
ラミナ向け３ｍ・4ｍ材は保合。ヒノキ元木良材４ｍは入札旺盛で活気あ
り、価格は強含みで引き合いは強い。ヒノキ3ｍ・4ｍ構造材の価格は強含
みで推移。合板向けの価格は強含みで納材は順調。製紙向けパルプ材、
発電向け未利用材ともに原木不足感が強く需要高。（岐阜）

　スギ、ヒノキ並材は横ばいで推移。広葉樹は全体的に弱含みであるが
カエデ、サクラは旺盛である。高値はサクラ４.0ｍ×38cm＠34,700円、
ホウ2.1ｍ×26-28cm＠25,600円、ナラ2.1ｍ×38-40cm＠31,300
円、イチイ1.4ｍ×42㎝＠206,000円（本代51,000円）、モミ4.0ｍ×
58cm＠24,000円、カエデ3.0ｍ×40cm＠39,300円、ミズメ2.1ｍ×
32-34cm＠32,400円（飛騨）

　出材量は、スギ、ヒノキ共に横ばい。ヒノキ、役物良材は応札多数で活
気。3m・4ｍ材は全般に保合。4ｍ尺上材は引き合いが強い。中目良材も
地元工務店を中心に強気は継続。2ｍ尺上材も引き合いは強いが20cm
以下は弱保合。スギ、中目尺上元木良材は、底堅く価格保合で推移。目
荒等並材は価格も伸び悩み売りづらさは継続。4ｍ（24cm以上）構造材
は保合、同3ｍも保合推移。6ｍ長柱向け（18cm～22cm）は引き続き好
調を維持。合板向けは、価格保合ながらも納材は順調。ラミナ向けはス
ギ、ヒノキともに活発な動きあり。（東濃）

【商況】

こ れ っ て な あ に ？ ～ 木 材 用 語 ～

丸太を半製品の板(原板)に製材し、ギャリングリッパー等の木工機械を使って
タルキなどの小割り材を量産する手法。

木材市況　県森連　岐阜・飛騨・東濃林産物共販所
単位：円（1㎥当たり）

回　　数
共販所名

長さ 径 平均値 高値 気配樹種

第1885回

6月10日

6月11日

6月5日

岐
阜
共
販
所

第1481回

飛
騨
共
販
所

す
　
ぎ

ひ
の
き

す
ぎ

ひ
の
き

ひ
め
こ

くり

す
ぎ

ひ
の
き

16～18㎝

16～18㎝

20～22㎝

24～28㎝

30㎝以上

16～22㎝

16～18㎝

20㎝以上

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上

16～18㎝

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上

16～18㎝

20～22㎝

24～28㎝

30㎝以上

16～20㎝

24～30㎝

30㎝以上

40㎝以上

24㎝以上

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上元

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上元

13㎝以下

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上元

18～22㎝

30㎝以上元

－

－

－

－

35,000

－

－

25,500

－

－

38,900

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

22,000

29,000

33,000

31,000

－

－

29,000

79,000

－

－

14,600

14,000

14,500

14,400

13,000

17,200

21,100

18,900

20,700

19,000

18,700

－

14,500

14,600

14,000

21,000

20,500

19,500

－

－

12,000

12,000

－

14,000

14,700

14,400

15,000

21,300

20,000

28,000

12,000

21,300

19,800

29,000

29,500

－

第1815回

東
濃
共
販
所

木材市場

396
432
468
－

→
→
→
－

2,249

662

3,528

3,240

13,392

2,800

3,800

（参考）日刊木材新聞社　木材・建材用語辞典※単価は直材価格､但し平均値は並材二番玉価格。 気配は、前回市との比較。

m3当り
価　格

→

→
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さいわり

3ｍ

4ｍ

6ｍ
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3ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

4m

5m
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3ｍ
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4ｍ

6ｍ

4ｍまつ
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